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十
日
町
小
学
校
改
築

城
．
丘
北
側
に
着
工

　
　
　
　
　
第
［
期
工
事
三
千
四
百
余
万
円

　国固

蝿蠕
三康資
吉罎織
ま賢弾税
で第第
　ロロロ　　　 ト

　期期
　分分　）　 ）

　
老
朽
検
舎
に
指
定
さ
れ
て
、
い
た
十

日
町
小
学
校
の
改
築
が
、
い
よ
い
よ

実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
城
ヵ
丘
の
上
に
、
近
代
的
な
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
永
久
建
築
で
建
設

す
る
た
め
、
本
年
度
は
、
第
一
期
工

事
と
し
て
三
千
四
百
六
十
余
万
円
の

予
算
で
蓄
、
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
去
年
の
秋
い
ら
い
、
敷
地
の
位
置

が
き
ま
ら
な
い
で
．
難
航
を
つ
づ
け
て

い
ま
し
た
が
、
地
主
の
方
六
の
ご
協

力
と
、
関
係
者
の
δ
努
力
で
、
よ
う

や
く
甫
営
球
場
の
北
側
か
ら
、
林
業

試
験
地
脇
の
池
の
附
近
に
か
け
約
八

千
坪
の
用
地
を
買
収
す
る
話
し
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　
校
舎
の
予
定
地
は
、
現
任
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
附
近
か
ら
配
水
池
の
裏
一

帯
を
予
定
し
、
そ
の
北
側
の
沢
を
埋

藤
翻
鱒
礪
轄
擁

皆
さ
ん
方
姦
鍔
て
い
る
塵
薙
か
の
舞
誉
臆

桜
樹
並
び
に
施
設
擁
護
に
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
し
ば

一
し
ば
破
壊
さ
れ
る
傾
向
が
多
分
に
あ

り
ま
す
の
で
こ
れ
ら
を
防
止
し
、
楽

「
く
お
花
暴
馨
季
よ
う
霞

一
の
皆
さ
ん
よ
り
一
層
ご
協
力
を
お
願

㎜
い
い
た
し
ま
す
。

　
§
●
㌔
』
f

『
立
て
、
約
四
千
坪
の
鴎
外
グ
ラ
ン
ド

一
を
つ
く
る
計
画
・
で
あ
り
ま
す
。

㎜
男
消
え
を
ま
ち
、
用
地
冒
収
が
終

一
り
し
だ
い
整
地
を
は
じ
め
る
わ
け
で

一
　
　
　
．
重
、

い
あ
り
ま
す
カ
　
　
　
ま
で
に
は
　
　

淳
ク
リ
ー
ト
一
一
塞
て
の
並
日
通
校

一
舎
一
む
ね
、
十
五
教
、
堅
が
建
つ
予
定

ぞ
、
呈
携
麓
課
そ
捻

霧
篶
麩
雛

で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
第
二
期
工
事
は
、
本
年
度
と
同
様

葺
通
校
舎
一
む
ね
と
現
在
の
低
部
運

動
場
を
移
転
す
る
。

　
第
三
期
工
事
は
普
通
校
舎
一
む

ね
、
管
理
棟
一
む
ね
と
十
間
×
二
十

間
の
鴎
内
運
動
場
を
新
築
す
る
計
画

で　

ヤ
　
　
ま
で
の
　
エ
　
は
プ
　
ニ

一
千
言
万
円
麓
込
ま
れ
て
窪

総
額
四
十
万
余
円

　
　
　
35
年
度
潰
防
後
援
会
予
算

　
十
日
町
而
消
防
後
援
会
総
会
は
去

る
九
日
智
泉
寺
で
、
開
き
、
昭
利
三
十
…

四
年
度
十
日
町
南
消
防
礎
援
会
経
欝

収
麦
鴻
算
、
昭
和
三
十
五
穫
十
日

町
市
消
防
後
援
会
経
費
収
麦
予
算
並

び
に
串
業
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
ま
し
た
が
そ
の
結
果
、
昭
和
三
十

四
年
度
十
日
町
市
消
防
後
援
会
経
闘

収
麦
決
算
（
収
入
四
一
六
、
五
一
七

円
、
麦
出
三
八
七
、
六
八
五
円
）
を

承
認
、
ま
た
昭
和
三
士
五
年
度
十
日

町
市
消
防
後
援
会
経
躍
収
麦
予
算
四

〇
四
、
八
三
二
円
を
可
決
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
主
な
裏
業
醤
ほ
、
家

族
慰
箕
会
費
十
三
万
円
、
防
火
思
想

普
及
費
五
万
円
、
消
防
音
楽
隊
助
成

一
闘
二
万
五
千
円
、
火
の
用
、
心
横
断
蒋

購
入
費
の
一
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。消

防
署
長
に
山
田
氏

　
市
で
は
今
回
消
防
機
構
を
改
革
、

従
来
の
常
備
消
防
部
を
消
防
署
に
昇

格
し
て
消
防
体
制
の
万
全
を
期
し
ま

し
た
。
な
お
こ
の
改
箪
に
伴
い
消
防

長
に
菅
村
新
蔵
氏
、
憂
署
長
に
山
田

一
男
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

桜
を
い
た
め

な
い
で

す
ロ

藷
、
腹
藺
と
し
て
幾
巌

劉
の
う
ち
、
国
庫
補
助
や
起
．
債
に
よ

る
も
の
が
約
五
千
万
円
で
、
の
ご
り
．

の
約
七
千
三
、
百
万
円
は
市
費
負
担
に
糊

な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
全
額
を
㎜

市
費
で
ま
か
な
う
こ
と
は
む
づ
か
し

い
の
で
、
妥
、
の
対
策
を
研
究
中
で
あ

り
ま
す
。

成
人
式
の
ご
案
内

一
、
日
　
時
　
五
月
一
目
　
午
前
十

　
　
　
　
　
時
三
十
分
よ
り
午
後

　
　
　
　
　
　
一
時
ま
で

二
、
会
　
場
　
十
日
酊
小
学
校
（
ド

　
　
　
　
　
の
運
動
場
）

三
、
日
　
程
　
式
典
「
生
活
記
録
」

　
　
　
　
　
入
選
者
発
表

　
　
　
　
　
記
念
講
演

　
　
　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
［

四
、
成
人
記
念
「
隼
活
記
録
」
、
募
集
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

五
、
健
康
手
帳
の
贈
呈
　
　
　
　
　
｝

◎
昼
良
は
．
干
催
者
に
お
い
て
粗
食
を
一

晶
摂
た
し
ま
す
　
一

◎
服
装
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寒
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よ
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一
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カ
ッ
ト
は
十
日
町
小

学
校
の
完
成
予
想
図
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罪
．
，
響

　
　
　
　
ダ
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を
h
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弊
　
　
鵡

◎
履
物
は
各
人
で
整
理
し
て
い
た
》

　
き
ま
す
の
で
新
聞
紙
、
ビ
ニ
ー
ル

　
風
呂
敷
等
さ
用
意
下
さ
い
。

　
24
日
公
民
舘
で

　防

除
機
具
分
解
修
理
講
習
会
は
、

二
十
四
日
午
前
九
時
か
ら
市
公
民
舘

も
あ
り
ま
し
よ
う
。
ま
た
降
氷
量
は

平
年
並
で
す
が
北
部
で
は
や
＼
多
い

見
込
み
で
す
。

　
「
稲
作
指
導
上
の
留
意
事
項
」

　
水
蕾
代
を
全
面
的
に
解
消
す
る
と

共
に
苗
代
．
面
積
の
拡
．
張
を
は
か
り
薄

ま
き
を
実
施
す
る
。
油
紙
、
ビ
ニ
ー

ル
、
ボ
リ
エ
チ
レ
ン
の
除
覆
時
期
を

誤
ら
ぬ
こ
と
で
き
得
れ
ば
早
目
に
と

る
。
▽
へ
床
内
温
度
の
調
節
を
注
意
す

る
。
晩
霜
に
注
意
、
特
に
苗
代
後
半

は
浅
水
管
理
を
励
行
し
軟
弱
徒
長
を

防
止
す
る
。
苗
代
の
冠
水
は
黄
化
委

縮
病
の
誘
因
と
な
る
の
で
充
分
注
意
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農
林
気
象

　
「
四
月
～
六
月
の
概
況
」
　
（
新
潟

気
象
台
調
）

　
春
は
一
時
気
温
の
低
い
期
間
も
あ

り
ま
す
が
、
概
し
て
、
平
薙
よ
り
暖
い

日
が
多
い
で
し
よ
う
。
降
水
量
は
や

や
多
目
に
な
り
疹
う
で
す
。
梅
雨
は

阜
目
に
は
じ
ま
り
、
一
時
活
発
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
前
半
に
は

中
休
み
も
あ
り
ま
し
よ
う
。
梅
雨
明

け
は
多
少
お
そ
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
気
温
は
高
目
の
方
で
す
が
梅

雨
の
未
期
に
は
や
＼
低
く
な
る
こ
と

／
／

、

で
開
き
ま
す
。

す
る
。
苗
の
伸
び
過
ぎ
を
起
さ
な
い

よ
う
適
期
に
田
植
を
行
な
う
。

　
「
果
樹
栽
培
上
の
淀
意
」

　
瞭
霜
に
充
分
注
意
す
る
。
人
工
授

粉
を
す
る
。
病
害
虫
の
完
傘
防
除
。

桜
、
桃
、
リ
ン
ゴ
、
モ
ニ
リ
ヤ
病
防

除
の
徹
底
。

　
「
花
弁
球
根
栽
培
上
の
注
意
」

　
病
害
虫
防
除
の
徹
底
、
早
期
塁
害

の
防
止
。

　
「
そ
菜
栽
培
上
の
注
意
」

　
移
植
当
初
の
晩
霜
に
注
意
す
る
。
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社会幅祉の仕事一

社
会
福
祉
事
務

所
の
仕
事
に
つ
い

て
は
、
す
訴
、
に
ご

承
知
の
ご
と
く
社

会
の
福
祉
全
般
に

つ
い
て
担
当
し
て

お
り
ま
す
。
仕
事

の
内
容
に
つ
い
て

お
も
な
も
の
を
ひ

ろ
っ
て
み
ま
す
と

▽
生
活
保
護
法
に

よ
る
保
護
の
実
施

▽
児
童
福
祉
法
に

よ
る
措
置

▽
身
体
瞭
害
者
福

祉
法
に
よ
る
措
置

▽
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
の
援
護
法
に
よ
る
補
装
具

の
麦
給
更
牛
医
療
の
給
付
及
び
国
立

保
養
所
へ
の
入
所
な
ど

▽
行
路
病
八
及
び
死
亡
八
に
つ
い
て

▽
公
益
質
屋
に
つ
い
て

郡
内
で
一

謹
諸
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／
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▽
公
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

▽
職
業
安
定
事
業
に
つ
い
て

▽
人
権
擁
護
に
つ
い
て

▽
羅
災
救
助
に
つ
い
て

　
　
　
ヤ
ま
　
　
　
ぐ
に
つ
い
て

▽
保
簿
関
茎
と

一
▽
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

㎜
な
ど
多
種
類
に
の
ぽ
っ
て
お
り
ま
す
．

｝
特
に
国
民
年
金
錦
務
に
つ
い
て
は
、

へ
ぱ
ホ
　
　
ほ
　
　
お
た
　
　
の
　
　

㎜
に
あ
り
穿
が
痒
讐
よ
嵩
に

［
つ
い
て
憾
備
し
十
月
か
ら
実
施
す
る

ヨァ

　
と
な
っ
て
い
ま
す
の

蕉
禽
筆
蕃
も
っ
と
笑
き
、

一
番
目

福
崎
さ
ん
の
名
轡
高
等
登
録
豚

　
十
日
町
市
田
妻
の
福
崎
重
蔵
さ
ん

飼
育
の
豚
が
こ
の
ほ
ど
日
本
種
豚
登

録
協
会
の
審
査
に
よ
り
名
皆
筒
等
登

録
豚
と
し
て
合
格
、
郡
内
で
二
番
目

の
名
乗
り
を
上
げ
ま
し
た
。
ご
の
優

良
豚
は
ミ
ニ
ス
タ
ー
プ
ラ
イ
ム
と
い

い
、
体
重
約
三
百
二
十
キ
。
螺
で
、
昭

和
三
十
四
年
四
月
生
れ
の
メ
ス
。

　
こ
の
名
誉
高
等
登
録
豚
は
県
下
で

も
わ
す
か
十
四
、
五
頭
し
か
お
わ
す

郡
内
第
一
号
は
市
内
下
条
村
山
政
治

さ
ん
所
有
の
も
の
で
十
日
町
市
が
二

頭
占
め
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

宅
地
、
建
物

取
引
員
試
験

　
三
十
五
葎
宅
地
建
物
取
引
員
試
験

　
　
　
八
日
ま
で

　
　
　
午
後
一
時
か
ら
三
時
半

　
尚
申
込
は
土
木
出
張
所
で
申
込
者

受
付
　
四
月
十
一
日
か
ら
四
月
二
十

試
験
　
五
月
二
十
九
日
（
日
曜
日
）

に
は
、
五
月
中
旬
講
羽
臼
会
を
開
催
。

会
場
は
印
込
者
に
通
知
い
た
し
ま
す

写真は郡内二番目の

名誉高等登録豚

　
　
　
　
な
比
重
を
し
め
る
些
活
保

　
　
　
　
護
法
の
保
護
の
実
施
に
つ

　
　
　
　
い
て
は
昭
和
三
士
二
年
度

　
　
　
　
と
昨
年
を
比
較
し
て
み
ま

　
　
　
　
す
と
別
図
に
示
す
と
お
り

　
　
　
　
生
活
扶
助
費
は
件
数
金
額

　
　
　
　
と
も
減
少
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
そ
の
反
面
医
療
の
給
付
が

　
　
　
　
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
と
が
ヨ
だ
ち
ま
す
の
お
に

蟻
臓
難
解

，
「
d

　
　
　
っ
て
の
申
請
が
大
部
分
を

　
　
　
　
占
め
て
お
り
市
民
の
皆
様

　
　
　
　
方
か
ら
な
お
一
層
健
康
の

　
　
　
　
ご
留
意
を
喚
起
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

四
月
の
メ
モ

　
▽
国
民
年
金
法
一
周
年
▽
七
日
H

世
界
保
健
デ
ー
▽
十
日
餌
婦
人
週
間

（
十
六
日
ま
で
）
▽
十
八
日
“
発
朋

の
日
、
科
学
技
術
週
間
（
二
十
四
日

ま
で
）
▽
二
十
日
盟
逓
信
記
念
日
、

郵
便
週
間
▽
二
十
一
日
閥
身
体
障
害

者
福
祉
強
調
運
動
（
下
旬
中
）
▽
二

十
八
日
盟
平
和
条
約
発
効
八
週
年
▽

一
一
十
九
日
“
天
皇
誕
生
日
、
社
会
教

育
週
間
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
週
間

（
五
月
五
日
ま
で
）

香
血
ハ
を
寄
附

　
市
内
本
町
一
丁
目
吉
沢
武
治
さ
ん

は
先
般
妻
ト
シ
さ
ん
ご
逝
去
に
よ
る

香
典
返
し
ン
じ
て
金
五
万
円
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た

原
動
機
付
自
転
車
等
の

諸
手
続
き

原
動
機
付
自
転
車
及
び
軽
自
動
車
連
名
で
一
変
更
届
を
し
て
下
さ
い
。

　
（
耕
転
機
）
を
所
得
さ
れ
、
叉
は
更

新
、
売
買
、
廃
車
さ
れ
た
方
は
つ
ぎ

の
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
尚
、
軽
自
動
車
は

月
割
課
税
に
な
っ
て
お
り
、
届
出
に

よ
り
納
税
義
務
が
決
定
さ
れ
ま
す
か

ら
、
異
動
の
生
じ
た
方
は
阜
期
に
手

い
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

・
す
。

①
新
規
に
所
得
し
た
場
合

　
所
得
し
た
車
を
呈
爪
し
、
申
告
書

に
車
名
、
車
体
番
号
、
型
式
、
年
式

運
輸
省
承
認
番
号
を
記
載
し
、
印
鑑

持
参
の
上
届
出
て
下
さ
い
。

②
売
買
に
よ
る
場
合

　
売
主
及
び
買
住
の
印
鑑
持
参
の
上

③
更
新
さ
れ
る
場
合

イ
、
更
新
前
と
更
新
後
車
の
排
気
量

　
（
定
格
出
力
）
が
変
ら
な
い
場
合

　
更
新
後
の
車
に
①
の
手
続
き
を
し

て
い
た
壁
き
、
標
識
は
返
還
す
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
、
更
新
前
と
更
新
後
車
の
排
気
量

　
（
定
格
出
力
）
が
変
る
場
合

　
更
新
後
の
車
に
①
の
手
続
き
を
し

て
戴
き
、
標
識
及
び
原
動
機
は
自
転

車
標
識
変
付
証
明
署
を
返
還
し
て
下

さ
い
。

　
　
　
に
よ
る
あ
　

｝
今
謬
に
の
離
韓
欝

及
び
原
動
機
は
、
自
転
車
標
識
交
付

証
明
書
を
返
還
し
て
下
さ
い
。

、
〈
）
馨
ぜ
）
茎
》
≧

　
精
神
薄
弱
者
福
祉
　
　
受
け
る
と
共
に
医
掌
的
、
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
及
び
職
能
的
な
判
定
を
行
な
い

　
法
の
あ
・
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
正
の
方
法
を
決
定
す
る
と
こ
ろ

　
精
神
薄
弱
者
の
更
正
の
た
め
に
必
　
　
で
す
。

要
な
援
助
を
与
え
、
ま
た
保
護
を
行
三
、
精
神
簿
弱
者
福
祉
司
の
設
置

一
た
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
福
社
を
は
　
　
精
神
薄
弱
者
の
更
牛
援
助
と
保
護

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
精
神
薄
　
　
に
つ
い
て
肩
接
に
ケ
ー
ス
指
導
を

弱
者
福
祉
法
」
が
三
十
四
国
会
に
提
　
　
行
な
う
専
門
職
員
で
全
国
の
福
祉

出
さ
れ
て
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
　
　
事
務
所
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

る
こ
，
乙
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
四
・
精
神
薄
弱
者
施
設
の
設
置

｝
法
律
の
骨
子
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精
神
薄
弱
者
を
収
容
し
て
保
護
す

一
、
対
象
　
成
人
の
精
神
薄
弱
者
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
共
に
更
生
に
必
要
な
指
導
と

　
　
（
満
十
八
才
以
上
の
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訓
練
を
行
な
う
と
こ
ろ
で
収
容
期

二
、
精
神
薄
弱
者
更
正
相
談
所
の
設
　
　
間
は
約
三
ヵ
月
で
本
県
で
は
昭
和

　
置
　
こ
れ
は
各
都
道
府
県
に
置
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
五
年
度
予
算
で
建
設
す
る
こ

　
れ
精
神
薄
弱
者
に
関
す
る
間
題
に
『
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
つ
い
て
家
庭
そ
の
他
か
ら
相
談
を

曳
齢
§
f
署
．
3
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ζ
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（2）（金曜日）昭和55年4月15日りよ町市政だ日十（霧1鑛易蝸）第42号

二

つ
の
表
彰

総
理
大
臣
賞
の
藤
田
（
章
）
さ
ん

市
政
事
務
功
労
の
藤
田
（
春
）
さ
ん

　
耕
地
を
災
害
か
ら
守
っ
て
晴
れ
の

総
理
大
臣
鍵
を
受
け
、
一
方
市
政
事

務
に
永
年
奉
仕
し
て
市
か
ら
感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
二
つ
の
お
め
で
た
い
お

は
な
し
。

▽
市
内
下
条
新
保
藤
田
章
好
さ
ん

（
四
・
）
は
曄
年
八
月
十
四
日
、
台
風
七

号
が
全
国
に
猛
威
を
振
い
、
市
内
で
．

も
特
に
下
条
地
区
桑
原
蟹
沢
提
防
が
・

危
険
に
さ
ら
ム
れ
決
壊
寸
前
の
と
．

こ
ろ
八
百
米
も
離
れ
た
水
防
小
屋
か

卵！

ら
荒
ナ
ワ
、
空
俵

な
ど
の
水
防
資
材

を
運
び
、
半
ば
決

壊
を
あ
き
ら
め
て

い
た
地
一
窩
を
励

ま
し
て
見
串
、
決

壊
を
防
ぎ
二
十
診

の
耕
地
の
流
失
を

守
っ
た
と
い
う
も

の
で
、
そ
の
勇
敢

な
行
動
は
他
の
模

範
と
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
さ
き
ほ

ど
総
理
代
臣
か
ら
情
れ
の
蓑
彰
を
受

け
た
。

▽
市
内
ド
条
新
保
藤
田
春
作
さ
ん

（
♂
）
は
大
正
十
三
年
か
ら
区
長
を
勤

め
、
以
来
三
十
七
年
間
、
今
日
ま
で

市
政
墨
務
嘱
託
員
と
し
て
市
政
の
蔭

の
力
と
し
て
活
躍
、
特
に
納
税
思
想

の
普
及
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
条
村
当
時
に
も
滞
納
者
の
税
金

を
立
替
え
す
る
な
ど
常
に
晃
納
に
意

を
配
し
、
今
回
嘱
託
員
を
退
く
ま
で

そ
の
成
績
を
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た

冥
、
直
接
地
域
住
民
の
よ
き
奉
仕
者

と
し
て
、
市
政
皐
務
の
功
労
に
よ
り

去
る
九
日
金
一
封
と
感
謝
状
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

蚊
や
ハ
エ
を
駆
除

す
る
に
よ
い
季
節

　
春
に
な
る
と
、
蚊
や
ハ
エ
は
す
さ

ま
じ
い
勢
い
で
繁
殖
し
、
活
動
を
再

開
し
ま
す
。

　
健
康
で
交
化
的
な
生
活
環
境
を
つ
幽

く
り
あ
げ
る
た
め
に
も
，
蚊
と
ハ
エ

の
駆
除
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

花の四月とはい＼ますが・雲国の山里ではいまようやく雪道から解放
されたばかり、お花見時季の平場とは一ヵ月も春の訪れが遅く・待ち
こがれた子供たちは黒い土肌に食いつくように七草摘みに余念があり
ません。　　　　　　　　　　（写真は市内八箇所見）

春

・蹟

、
．
．
、
．
鱗
難
難
撫
．
籔
皇

辮
露市

民
課

團

市長　
　
お

一
少
マ
皇

．

國
画

　
　
　
　
　
　
“
！
．

．
．
猴

税務課

饗

小使劉繍wc

　　　　　　塚
　　　　　麓，　　　　　、霧　　　嚢　　懇馨

欝
笏
、
．
．
瓢
、
．
脇
．
鱗
灘

・
，
診
．
、
雛

　
　
　
ド
　
　
　
か

．
建
康

、
相
談
皇

轍
更
衣
室

倉庫

　
㎜
獅
灘
鰍
、

霧
懲
．
撚
磁
形
．
纏

難
．
指
直
皇

灘
蒸
髪
『

．
徽
．
徽
　
　
　
蔚

wC
h

蓉
福
祉
霧
前

課
を
配
置
替

去
る
一
日
付
で
係
長
級
ほ
か

四
十
余
名
の
人
事
異
動
を
発

令
、
こ
れ
に
伴
い
課
の
配
置

を
別
図
の
よ
う
に
若
干
の
入

替
を
行
な
い
ま
し
た
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。
配
置
替
え
に

な
っ
た
課
は
従
来
二
階
に
あ

り
ま
し
た
社
会
福
祉
事
務
所

が
一
階
の
水
道
課
の
室
へ
移

転
し
た
ほ
か
水
道
課
が
二
階

産
業
課
隣
に
ま
た
一
階
に
あ

っ
た
保
険
衛
生
課
が
二
階
の

農
委
事
務
局
と
並
び
そ
れ
ぞ

れ
移
転
い
た
し
ま
し
た
。
他

は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
が
ご

れ
ま
で
市
長
室
に
属
し
て
お

り
ま
し
た
国
土
調
査
係
が
税

務
課
に
移
管
さ
れ
た
の
を
は

じ
め
、
農
業
委
員
会
内
に
農

政
部
会
、
振
興
部
会
の
二
つ

を
設
け
事
務
局
体
制
を
強
化

い
た
し
ま
し
た
。

皇
醐
鰍

会

議

皇

譲会

事
務
局

局

皇長

響
議皇

階

「
裟
　
　
’
『
『
「

幕応

建
．

設
課

ノ
ノ

水

道
課

産

業
課

妓

政
課

、

室

置

刷印

保
優
征
生
課

物

馨
心
鰻
風

農
季
事
私
局

◎
蚊
を
駆
除
す
る
に
は
、

①
水
た
ま
り
は
全
部
士
砂
で
埋
め
る

②
防
火
用
水
槽
な
ど
に
は
、
魚
を
飼

　
っ
た
り
、
時
女
水
を
か
え
る
こ
と

③
下
水
は
た
え
す
清
掃
し
て
流
れ
を

　
よ
く
す
る
こ
と
。

④
空
か
ん
、
空
び
ん
な
ど
に
雨
水
が

　
た
ま
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
乙
と
。

㎜
◎
ハ
エ
を
駆
除
す
る
に
は
、

『
①
ゴ
ミ
は
や
た
ら
に
捨
て
な
い
で
、

｝
　
ふ
た
の
あ
る
容
器
に
い
れ
る
こ
と

一
②
便
所
の
汲
販
口
は
完
全
な
フ
タ
を

｝
し
、
、
便
器
に
も
フ
タ
を
し
、
窓
に

鋸
響
張
る
こ
と
．

漣
地
や
川
に
ゴ
、
、
、
を
捨
て
な
い
。

④
肥
料
だ
め
、
畜
舎
な
ど
に
は
網
戸

　
を
は
る
か
、
残
留
噴
務
を
す
る
こ

　
と
。二

級
建
築
士
試
験
の
実
施

◎
試
験
実
施
期
日
　
六
月
十
一
日
一

　
（
土
）
六
月
十
二
出
（
日
）

◎
受
験
申
込
期
間
　
四
月
十
五
日
～

　
五
月
四
日
ま
で

◎
試
験
規
新
潟
市
新
潟
工
業
高

　
校
　
長
岡
市
　
長
岡
工
業
高
校

　
高
田
市
　
　
高
田
工
棊
高
校

　
受
験
申
込
関
係
用
紙
の
請
求
先
及

び
間
合
せ
先
は
県
建
築
課
、
又
は
土

．
木
出
張
所

　
　
新
緑
の
風
か
お
る
五
月
、
し
か

　
も
月
は
じ
め
に
は
休
み
が
つ
凝
き

　
絶
好
の
行
楽
期
と
な
り
ま
す
。
さ

　
ん
さ
ん
と
降
る
大
陽
の
光
に
当
た

　
る
の
も
穴
い
に
け
っ
こ
う
な
こ
と

　
で
す
。
し
か
し
年
女
の
例
で
い
う

　
と
、
下
旬
に
な
っ
た
ら
梅
雨
も
よ

　
う
に
な
る
と
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ

　
ん
。
に
ぎ
／
＼
し
い
行
楽
が
終
わ

　
っ
た
ら
、
梅
雨
ど
き
の
糖
備
に
は

い
っ
て
く
だ
さ
い
の

衣
　
　
　
　
　
▽
…
も
う
冬
衣
は
し
ま

　
　
　
　
　
つ
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

　
う
。
た
槍
時
に
は
寒
、
い
日
も
あ
り

　
ま
す
か
ら
、
う
す
毛
の
セ
ー
タ
ー

な
ど
は
残
し
て
。

　
▽
…
冬
衣
を
し
ま
う
の
に
衣
し
ょ

　
う
箱
を
利
用
し
た
ら
い
か
y
で
し

　
ょ
う
。
百
五
十
円
か
ら
わ
り
と
し

　
っ
か
り
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
殺
虫
剤
は
パ
ラ
シ
ク
ゾ
ー
ル
剤
が

　
一
番
よ
く
き
＼
ま
す
。
三
十
セ
ン

　
チ
平
方
に
一
ヵ
所
す
つ
の
割
合
い

～

で
入
れ
＼
ば
完
全
恋
す
。
ま
た
湿

気
を
す
い
や
す
い
も
の
は
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
、
吸
湿
剤
（
シ
リ

カ
ゲ
ル
な
ど
）
と
い
っ
し
ょ
に
密

封
し
ま
す
。

▽
…
混
度
の
上
っ
た
夜
は
子
ど
も

が
ふ
と
ん
か
ら
乗
り
出
し
が
ち
で

す
。
お
腹
か
ら
胸
に
か
け
て
、
別

の
布
を
つ
け
た
保
温
衣
を
考
え
て

ご

㎜
㎜
暮
し

＝や
り
ま
し
ょ
う
。
温
く
な
っ
て
か

ら
の
風
邪
は
な
お
り
に
く
い
も
の

で
す
ロ食　

　
　
　
▽
…
食
物
の
カ
ビ
や
す

　
　
　
　
い
時
節
と
な
っ
て
き
ま

す
。
保
存
し
て
あ
る
も
の
は
忘
れ

な
い
よ
う
に
台
所
の
メ
モ
に
討
入

し
て
、
適
当
に
使
い
こ
ん
で
い
き

ま
す
。

の
▽
…
新
鮮
な
野
菜
の
多
く
な
る
の

は
け
っ
こ
う
．
で
す
が
、
寄
生
虫
も

多
く
な
り
ま
す
。
生
野
菜
を
食
べ

る
と
き
は
、
中
性
洗
剤
に
よ
る
水

洗
い
と
か
、
熱
湯
消
毒
と
か
、
十

分
に
気
を
つ
か
っ
て
下
さ
い
。
一

方
、
平
供
に
は
虫
下
し
も
の
ま
せ

る
時
期
で
．
す
。

▽
…
イ
チ
ゴ
が
出
盛
っ
て
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

手
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＃

す
。
こ
の
イ
チ
ゴ
が
消
化
器
病
や

腎
臓
病
、
そ
の
ほ
か
熱
性
病
に
有

到
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
こ
れ
が
子
ど
も
の
神
経
質
に
も

き
く
乙
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
夏
ミ
カ
ン
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

ビ
ワ
な
ど
季
節
の
く
だ
も
の
が
豊

冨
に
出
ま
わ
る
の
も
こ
の
月
で
す

住
　
　
　
　
▽
…
大
掃
除
を
す
ま
せ

　
　
　
　
て
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

梅
雨
前
の
五
月
中
に
必
ら
す
行
な

い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
際
に
殺
虫
剤

は
た
っ
ぷ
り
と
ま
き
、
こ
の
夏
に

は
カ
や
ハ
エ
の
い
な
い
快
適
な
生

活
を
送
り
た
い
も
の
で
、
す
。
で
き

れ
ば
柱
や
さ
ん
，
あ
る
い
は
食
品

棚
な
ど
木
の
都
分
を
ク
レ
ゾ
ー
ル

せ
っ
け
ん
や
逆
姓
せ
っ
け
ん
で
．
ふ

き
こ
み
、
よ
く
風
を
通
し
て
く
だ

さ
い
。
カ
ビ
が
生
え
に
く
く
な
り

ま
す
。

▽
…
花
屋
さ
ん
に
は
草
花
が
色
を

き
そ
い
、
菌
も
い
ろ
い
ろ
売
ら
れ

て
い
ま
す
。
日
が
長
く
な
る
の

で
、
早
目
に
ダ
食
を
す
ま
し
て
、

庭
の
年
入
れ
が
楽
し
み
に
な
り
ま

す
。
今
月
の
種
ま
き
は
イ
ン
ゲ

ン
、
み
つ
葉
、
シ
ソ
、
パ
セ
リ
な

ど
が
適
当
で
す
。
草
木
に
ア
ブ
ラ

虫
そ
の
他
の
害
虫
が
つ
く
よ
う
に

な
る
の
で
、
薬
剤
の
さ
ん
布
は
用

法
を
慎
重
に
。

　
ま
新
し
い
服
に
、
ま
ぷ

　
し
い
一
年
生

　
十
日
町
市
内
の
小
学
校
に
、
一
年

生
と
し
て
胸
を
は
っ
て
校
門
を
く
ぐ

っ
た
坊
ち
ゃ
ん
嬢
ち
ゃ
ん
は
約
八
O

O
名
。

　
ま
た
十
日
町
市
内
中
学
校
に
新
し

く
一
年
生
と
し
て
、
青
年
期
の
第
一

歩
を
ふ
み
出
し
た
元
気
な
生
徒
さ
ん

の
数
は
約
一
、
二
〇
〇
名
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
人
た
ち
に
限
り

な
い
希
望
を
た
く
し
、
期
待
を
す
る

と
共
に
、
み
ま
も
り
、
ば
げ
ま
し
て

行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
四
月
は
先
生
万
の
異
動
の
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
市
内

で
ご
ね
っ
し
ん
に
教
育
さ
れ
た
先
生

方
が
お
去
り
に
な
っ
た
り
、
新
し
い

し
た
。

　
ぼ
く
は
き
ょ
う
そ
う
じ
を
し
ま
し

た
。
お
か
あ
さ
ん
か
ら
、
お
か
し
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　
か
す
え
さ
ん
に
、
じ
て
ん
し
ゃ
に

の
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
お

も
し
ろ
か
っ
た
。

ぼ
ぐ
は
、
う
ん
て
し
ゅ
に
な
り
た

い
。

　
　
中
学
へ
入
学
し
た
時

　
あ
あ
、
あ
の
時
は
、
ほ
ん
と
う
に

う
れ
し
か
っ
た
。
毎
出
毎
日
、
心
に

前
に
、
じ
ぶ
ん
の
ほ
ほ
に
、
胸
に
か

ん
じ
た
そ
の
日
だ
か
ら
。
中
学
校
に

入
っ
た
と
き
の
う
れ
し
さ
で
胸
が
ひ

き
し
ま
っ
た
。
私
た
ち
は
、
ど
ん
な

先
牛
に
教
え
て
い
た
だ
く
の
だ
ろ

　
元
気
で
、
み
の
り
の
あ

　
る
た
の
し
い
に
旅
行
に

　
い
つ
て
い
ら
つ
し
や
い

　
修
学
旅
行
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
つ
ぎ
つ
ぎ
と
思
い
出
ふ

か
い
旅
路
に
出
発
さ
れ
る
児
童
、
生

徒
の
皆
さ
ん
に
、
つ
つ
が
な
く
、
そ

し
て
た
の
し
く
、
有
意
義
な
日
女
が

送
ら
れ
る
乙
と
を
お
い
の
り
し
て
や

み
ま
せ
ん
。

　
修
学
旅
行
は
、
わ
が
国
の
交
化
や

ご
連
絡
の
上
、
い
っ
そ
う
み
の
り
ゅ

た
か
な
も
の
に
す
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
何
よ
り
も
，
安
全
で
、

　
健
康
で
、
集
団
と
し
て

　
の
行
動
に
徹
し
、
修
学

　
旅
行
の
ね
ら
い
を
達
成

　
さ
れ
る
よ
う
ね
が
つ
て

　
や
み
ま
せ
ん
。

　
つ
ぎ
に
旅
行
に
出
る
お
子
さ
ん
を

お
も
ち
の
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
に
、
お

え
が
い
て
い
た
中
学
校
牛
活
を
目
の
経
済
や
産
業
、
政
治
等
の
重
要
な
土
力
ぞ
え
ね
が
い
た
い
こ
と
を
記
し
て

嚢
先
生
が
代
っ
て
入
達
ら
一

れ
る
こ
の
　
で
あ
り
ま
す
　
　
　
　
の

先
劣
嘉
は
、
も
う
し
ば
ら
一

く
す
る
と
全
部
は
っ
き
り
と
し
ま
す
一

が
、
今
の
と
こ
ろ
推
測
も
加
え
て
、

転
出
さ
れ
る
先
生
が
小
中
学
校
で
約

五
十
五
名
、
転
入
さ
れ
る
先
牛
方
は

六
十
八
名
位
に
な
ら
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
清
内
で
変
流

さ
れ
た
先
生
方
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
今
ま
で
、
十
日
町
甫
の
教
育
に
お
力

を
お
入
れ
下
さ
っ
た
云
ら
れ
る
先
生

万
に
、
あ
つ
く
お
礼
串
し
上
げ
る
と

共
に
新
し
♂
十
H
町
市
教
員
と
し
て

お
出
下
さ
っ
た
諸
先
雌
、
方
に
期
待

し
、
み
な
様
～
一
一
し
ょ
に
、
い
っ
チ
．

う
地
域
教
育
が
推
進
で
き
る
こ
と
を

よ
ろ
こ
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
お
家
の
万
女
も
ど
う
ぞ
、
そ
っ
直

に
、
わ
が
子
の
教
育
に
つ
い
て
、
ま

た
十
日
町
市
の
教
育
に
つ
い
て
、
先

生
方
と
お
話
し
あ
い
下
さ
い
ま
し
て

と
も
ど
も
進
も
う
で
ぱ
6
、
さ
い
ま
せ

ん
か
。

　
　
　
ー
i
×
1
×
ー
1
ー

　
つ
ぎ
に
中
学
校
へ
入
学
㌧
泥
生
徒

の
作
交
と
、
小
学
校
一
年
牛
に
な
っ

た
児
童
の
最
初
の
作
交
の
二
、
三
を

あ
げ
て
み
ま
す
。

　
　
一
年
生
の
作
交
か
ら

　
わ
た
し
㌧
6
お
か
あ
さ
ん
と
、
お
は

な
が
き
れ
い
だ
な
、
お
か
あ
さ
ん
が

く
さ
を
と
り
ま
し
た
。

　
お
て
ん
き
の
い
い
と
き
、
ひ
ろ
こ

と
ゆ
り
こ
さ
ん
と
あ
そ
び
に
い
き
ま

地
を
直
接
見
聞
す
る
経
験
を
得
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
学
校
の
お
勉
強
、
生

活
を
ひ
ろ
げ
、
質
を
高
め
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　
ま
た
修
学
旅
行
と
い
う
、
今
ま
で

…皿…｝㎜一 ㎜皿”一『一『一　㎜｝『　一一
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港

・
・
・
…
港

港
…
…
港

う
。
そ
し
て
、
ど
の
教
室
孤
、
」
勉
強
す

る
ん
だ
ろ
う
…
…
こ
ん
な
事
を
考
え

て
い
た
が
、
す
ぐ
収
き
と
ん
で
し
ま

っ
た
。
小
学
校
と
ぜ
ん
ぜ
ん
、
感
じ
の

ち
が
っ
た
中
学
ら
し
い
空
気
が
、
十

三
才
の
自
分
を
育
て
て
く
れ
る
よ
う

な
気
が
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
毎
日
こ
ご
で
勉
強

す
る
の
だ
と
思
う
と
な
ん
だ
か
、
未

知
な
も
の
の
．
不
安
も
あ
る
し
、
ま
た

期
待
も
大
き
い
。
小
単
校
で
学
ん
だ

友
だ
ち
と
共
に
学
ぶ
の
だ
と
思
う
と

力
づ
よ
い
感
じ
が
す
る
。
こ
ん
ど
こ

そ
今
ま
で
不
足
し
て
い
た
点
を
補
い

一
牛
懸
命
勉
強
し
、
よ
く
は
た
ら
こ

う
。
そ
し
て
何
回
も
何
回
も
同
じ
こ

と
を
勉
強
し
輿
力
を
つ
け
て
行
き
た

い
。

の
日
常
生
活
と
は
か
わ
っ
た
生
活
の

し
方
を
通
し
、
新
し
い
生
活
環
境
に

即
し
て
、
健
康
、
安
全
、
集
団
行
動

道
徳
な
ど
に
つ
い
て
望
ま
し
い
体
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
旅
の
未
知
の
世
界
を
見
聞
し

先
生
や
学
友
と
寝
食
を
と
も
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
し
い
住
活
を
味

わ
い
、
生
が
い
の
思
い
出
を
作
り
、

学
校
生
活
の
印
象
を
豊
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
と
て
も
綿
密
な
計
画

と
行
き
届
い
た
雌
備
や
指
導
を
も
つ

て
、
修
学
旅
行
の
目
的
が
充
分
果
さ

れ
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
居
ら
れ
ま

す
の
で
、
児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
や

ご
家
庭
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
と
よ
く 　

み
ま
す
。

　
　
　
家
庭
で
事
前
に
心
が
け

　
　
　
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

　
　
　
い
剛
』
と
。

　
　
修
学
旅
行
を
目
前
に
ひ
か
え
た
児

　
　
ヤ
を
　
は
ヤ
　
て
も
　
め
て
も
　

百
憲
に
ひ
た
つ
て
い
る
曇

　
す
し
　
ぽ
で
も
も
　
を
あ
げ
て
ヤ
　

房
彊
忙
し
韓
蒼
の

　
機
会
は
、
家
庭
に
お
い
て
生
活
指
導

　
の
ま
た
と
な
い
好
い
時
機
で
あ
り
ま

　
し
ょ
う
。
学
校
は
家
庭
と
、
じ
ゅ
う

一
ぶ
ん
な
連
絡
を
と
っ
て
、
児
童
、
生

露
鱒
鐸
蜂

一
　
す
が
、
な
お
念
の
た
め
次
の
点
に
つ

げ　
い
て
お
　
い
し
た
い
と
　
い
ま
す
ゆ

一
…
（
A
）
服
装
●
も
ち
畳
づ

｝
難
難
欝
薩

＝
臨
馨
離
議

一
し
て
処
理
す
る
よ
う
に
撃

　
　
　
る
ご
と
。

　
　
（
B
）
　
．
平
素
の
健
康
状
態
・
リ
病

　
　
　
傾
向
・
す
い
み
ん
状
況
・
食
事

　
　
　
の
傾
向
な
ど
を
よ
く
調
べ
、
引

　
　
　
率
し
て
下
さ
る
先
生
方
に
必
す

　
　
　
連
絡
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

　
　
　
必
要
な
準
備
を
し
、
ま
た
注
意

　
　
　
を
お
あ
た
え
願
い
た
い
こ
と
。

　
　
（
C
）
旅
先
か
ら
、
家
庭
に
対
す

　
　
　
る
通
信
を
す
る
よ
う
に
、
δ
指

　
　
　
導
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

　
　
　
　
ー
X
－
X
i

　
　
こ
の
委
節

　
　
春
の
日
に

　
　
君
ら
の
憧
れ

　
　
鳥
た
ち
の
よ
う

　
　
空
を
か
け
れ

　
　
光
の
中
を
つ
っ
ば
し
れ
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